
 

 

 

 

 

 

 

 

  ごあいさつ 

（会長 秋元英郎・秋元技術士事務所） 

 

 新年明けましておめでとうございます． 

 

 昨年末の衆議院選挙・自公政権発足から円安・株高の流れとな

り，世間では安物買いから高級品が売れるような流れも出てき

ています． 

 

 もともと人々の消費は必要を満たすためのもの以上に幸福感・

満足感を得るためです．ものづくりにおいても，高品質・低コスト

を極める方向から，新しいライフスタイルの演出と高品格・高級

感の追求へ変化してきています． 

 

 昨年のレターでも何度かコメントしましたが，加飾技術はマスプ

ロダクションから｢私だけ｣加飾の流れが目立つようになってきま

した． 

 

 近い将来，自動車の内外装の加飾は販売店オプションとなり，

アフターマーケットとの競合になるかも知れません． 

 

 これまでの工業製品は品質管理や量産性の都合によりザイナ

ーのイメージから大きく譲歩する場面が多くありましたが，今後

はデザイン上の表現力が最優先されて加飾方法が選ばれるよう

になるでしょう． 

 

 加飾技術研究会では２０１３年も昨年同様に多くのイベントを予

定しています．５月に開催されるプラスチック成形加工学会の年

次大会では特別セッション｢加飾技術｣が設けられ，加飾技術研

究会は年次大会の協賛を予定しています． 

 

 会といたしましては，皆さまの活発な議論と交流が進むことを

期待いたします． 
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  第９回加飾技術研究会 報告 

（理事 橋本智・表面化工研究所） 

 

 ２０１２年の締め括りとして，第９回研究会が開催されました．

本研究会は，会員相互の議論や情報交換を目的とした会員向け

の研究会に相当します． 

 師走の頃，１２月６日に介さされました第９回加飾技術研究会

の様子をご紹介します．今回は，『鉾盾』類似企画でお話頂きま

した． 

 

ドライアイスブラストについて 

 昭和電工ガスプロダクツ株式会社 

高耐久性パウダーコーティング・鉾盾 

 カドワキカラーワークス 

 

 また，製品紹介を２件いただきました．それぞれ簡単にご紹介

いたします． 

 

  ドライアイスブラストについて 

 ドライアイスを活用した表面処理技術について，昭和電工ガス

プロダクツ株式会社 山口様にご講演頂きました．ドライアイスを

使うことで，様々なメリットが考えられます．確かに，運用のコス

トが気になりますが，有効でありかつ機能的に求められるような

分野であれば活用可能と思います． 

 塗装に対する効果を考えるなら，一般的な使用条件とは異なる

ような使い方で比較検討されているとのご指摘を頂きました． 

 このような新規加工技術は，加飾に関する技術としても活用可

能ですので，ぜひ導入したく思います． 

製品類，部品類などの最終加工は加飾�処理である．工業製品を「商品」として価値あるものに仕上げるのは，加飾�技術である．近年，

環境に優しく，あらゆる負荷が小さい加飾�技術が求められている．我々は，社会の要請に対して真摯に取り組み，優れた加飾�技術につ

いて調査・研究・開発等を積極的に進め，社会・経済発展に寄与すべく加飾�技術研究会の活動を展開するものである． 
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  高耐久性パウダーコーティング・鉾盾 

 最近では広く使われている粉体塗装について，カドワキカラー

ワークスにお話頂きました．塗装における環境負荷の改善，例

えば無溶剤化の要望は，今後強くなっていくものと思います．ま

た，塗着効率を考えると電位をかけた粉体塗装のような技術を

活用していくことになるものと思います． 

 加飾技術としても，適用が増えていくものと思います． 

 ご講演を頂きました，両社の加飾に関するご意見を含めて，意

義の大きなお話でありました． 

 写真に研究会の様子を紹介します． 

 

  製品紹介 

 今回は，機能性表面形資材としてよく知られている“酸化チタン”

を溶射形成する技術『マスクフジコー』樣，高デザイン性建築用

資材を企画製作する『アスカルデザインプロダクツ』樣にお話頂

きました． 

 

マスクフジコー

（http://www.massc.jp） 

 タイルなどの建築内装材に酸化チタン機能を付与する技術で

す．独自の溶射技術を活用しています． 

 

アスカルデザインプロダクツ

（http://www.ascal.co.jp） 

 弊社は本年で創業４３年，主に住宅・店舗関連装飾建材のデザ

イン開発を主業務として発展してまいりました．創業以来，インテ

リア商品の装飾模様デザイン開発から，近年ではエクステリア関

連商品開発及び住宅・建築外壁材のエンボス模様デザイン開発

まで，関連商品の市場調査・分析及び企画開発，更には販売促

進のカタログデザインまで，総合的な企画デザイン業務を得意と

しております．またこの間，屋根・内外装建材メーカー・エクステ

リアメーカー・更には住宅メーカーまで，日本の主だった住宅建

材関連企業をクライアントとして活躍してまいりました． 

 このたび，加飾研究会に参加させていただいた事を機に広く加

飾関連企業様と，何らかの形でコラボレーションを築かせていた

だく機会を賜ればと，願っております． 

 

  情報交流会 

 ご参加頂いた方々から，有志の皆様にて交流会を開催しまし

た．皆様のお持ちの現場情報などを交換し，お互いの強みを活

用して製品開発や，顧客開発を進めるための連携構築を行いま

した． 

 加飾技術研究会では，会員相互の連携を進めるべく活動して

まいります．ぜひ皆樣，ご参画ください．  
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  産業交流展２０１２ のご報告 

代表理事 平野輝美 

 

 毎年，ビッグサイトにて大々的に開催されております産業交流

展において，本年は加飾技術研究会としてブースを確保いたし

ました．前号にてご案内いたしましたように，会員の皆様と連携

を持って共同出展させていただきました． 

  概況 

 図に今年の参加者数をご紹介しましょう．３日間で約３万５千人

の方にご来訪頂きました．しかし，残念ながら昨年に比べて３

０％程度減少したようです．実際の会場の様子も少し閑散として

おりまして，ちょっと寂しかったです． 

 

  共同参加 

 共同出展にご参加頂きました会員企業のご紹介いたします． 

 

  株式会社 東和コーポレーション(http://www.towaco.co.jp/) 

 総合手袋メーカーとして６０年以上の歴史を有しております．用

途や作業環境に応じて求められる条件を満たしながら，フォルム，

色，触感など，作業する人や環境に違和感なくジャストフィットす

る製品づくりを目指しています．良質の天然ゴムを使用した「トワ

ロン」をはじめ，独自の研究開発によって塩化ビニルを特殊配合



 

した「ビニスター」など，あらゆる作業シーンで評価の高い製品群

をそれぞれの分野へ送り出しています． 

 今回の展示では，加飾の切り口を取り入れる試みをご紹介して

おります． 

 

  株式会社アスカルデザインプロダクツ 

 屋根・内外装建材メーカー・エクステリアメーカー・更には住宅

メーカーなど，およびその関連企業をクライアントとして，各種部

材をデザインするお手伝いをさせていただいております． 

今回の展示では，加飾研究会会員とのコラボレーションの成果

（写真参照）を展示いたしました． 

 
 

  有限会社 ミズノ／株式会社 表面化工研究所 

 環境負荷ゼロ対応加飾技術である銀鏡塗装技術は，広く応用

可能と考えられています．塗装例と，各種表面加飾技術のサン

プルを展示いたしました（図参照）．また，本展示では，小部品試

作用のマイクロ銀鏡塗装システム（図参照）を展示しました，そし

て，この装置を使って，実際に塗装処理をデモストレーションしま

した． 

 

 

 

 加飾技術研究会では，『加飾』をキーワードとして，イノベーショ

ンによるコストダウンを考えます． 
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  Innovative Surface Decoration Forum 参加のご

案内 
代表理事 平野輝美 

 

 加飾技術研究会では，２０１２年６月に開催された Innovative 

Surface Decoration Forum 2012 にて講演を行いました．その時

には，代表理事 平野 が加飾技術研究会の紹介を行うこと，幾

つかの加飾技術を照会させていただきました．そして，研究会の

皆様のロゴを提示させていただきました．２０１２年の概要を紹介

しましょう． 

 

 加飾技術セミナ２０１２/ Innovative Surface Decoration Forum 

 主催  

 ２０１２年６月２５日—２６日，中国・上海（会場 Howard Johnson 

CAIDA Plaza Hotel） 

 参加者 ３００人（概数） 

 インモールド装飾形成技術／塗装／フィルム加飾など，プラス

チック成形品に対する加飾技術全般が多いように思います．表

面の立体形状形成や，加飾フィルム技術の説明などがありまし

た． 

 ２０１３年は，３月２６−２７日に上海で予定されています．中国

の加飾技術を使って事業を行っている方々が参加されます． 

 

このセミナ／ビジネスマッチングに加飾技術研究会の皆様にて

参加したく思います．如何でしょうか． 

 

  現地状況 

 Innovative Surface 

Decoration Forum 2013

（２０１３年のセミナ） 

の会場に，参加者テー

ブル／ブースを確保し

ました．本ブースに貴

社の製品や資料を展

示し，そしてビジネスマ

ッチングする機会を得

ております． 

 



 

  展示会参加 

 ３月２６—２７日に，加飾技術研究会有志にて参加したく思いま

す．是非，ご参加頂く方，ご一緒しましょう． 

 

  参加者ツアー 

 参加頂く方は，個人の資格で移動いたします．Innovative 

Surface Decoration Forum 2013 のテーブルまでそれぞれの方

にておいでいただきます．ただし，代表理事・平野が赴きますの

で，ご参加の方々でグループ行動させていただきます．成田空

港もしくは羽田空港から，皆様一緒に移動しましょう．このグルー

プ行動につきましては，アテンドさせていただきます． 

 皆様，上海とその近傍における加飾業界へのアクセスとして，

ぜひ共同して展開しましょう． 

 

詳細は，www.kasyoku.org を確認ください．また，info@kasyoku.org

まで資料をご請求ください． 
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	 	 特許明細書における『加飾』（代表理事 平野輝美） 

 『加飾』という言葉は，最近では頻繁に耳にするようにもなりま

した．この言葉，きっとどこかで誰かが，最初に使ったように思い

ます．誰かの造語と思います． 

 さて，早速，特許庁のＩＰＤＬを検索してみました．すると，とても

面白い傾向が出てきました． 

 図１に『加飾』をキーワードとして検索された特許出願件数のグ

ラフを示します．検索の対象として，出願書類全文を設定してい

ます．このグラフから，１９８４年に３件の特許及び実用新案が出

願され，この中に『加飾』という言葉が使われています．これらの

明細書では，実は，『加飾』の言葉が出ているだけで，特許や実

用新案の主要な機能ではありません． 

 そこで，検索対象を「要約＋請求項」（特許出願）として再度検

索しました．検索結果を図２に示します．１９９１年に初めて『加飾』

を考えての『加飾』という言葉が使われたことが理解されます． 

その後，『加飾』という言葉を含む出願は増え続けています．こ

のような傾向は，今後とも継続していくものと予想されます． 

 

図１ 『加飾』を含む出願件数の推移 

 

図２ 『加飾』を含む出願件数の推移 
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加飾技術研究会事務所紹介 ：新橋にあります平野技術士事

務所内にて活動させて頂いております．ご入会申し込み，質問，そ

の他何でも，メールにてお問い合わせください．ｅ−ｍａｉｌ  ｉｎｆｏ＠

kasyoku．org です．地図を載せます．右端の駅が新橋です．上が東

京方向です．近くまでお越しの際はぜひお立ち寄りください （訪問

前には電話をご一報ください．０９０−３６９４−７８６４です）． 
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